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概要：近年，高齢化や COVID-19のまん延の影響から，従来のつながりが希薄化し，高齢者の孤立が社
会問題となっている．この問題を解決するため，高齢者と社会をつなぐシステムの開発が期待されてい
る．我々は，現代において強いコミュニティを形成するためには「ゆるやかにつながる」ことが必要であ
ると考え，持続可能な高齢者支援サービスとして，見守り支援 AIシステム「元気スコアドットコム」を
開発した．元気スコアドットコムは，簡単な操作のみで，毎日の元気を記録し，家族と共有することがで
きる．我々は，本サービスを介して，高齢者とその家族がゆるやかにつながることができ，サービスを継
続的に利用できるか，その実現可能性を検証した．具体的には，4組の親世代と子世代に，2週間本サー
ビスを利用してもらい，インタビューを実施，利用状況を分析した．その結果，家族の一方が利用するこ
とで他方の利用も促進されるという関係性の変容がみられ，期間中大きな落ち込みなく継続利用された．
また，親世代のみならず，子世代の負担を軽減することで，さらなるサービスの継続利用につながる可能
性を示した．
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 Abstract: In recent years, due to the aging population and COVID-19, traditional communities have be-
come weaker, and the isolation of the elderly has become a social problem in Japan. Developing a system 
that connects the elderly with society is expected to solve this problem. We thought that it should have 
“weak ties” in order to form a strong community in today’s society. Therefore, we developed “GenkiScore.
com,” an AI service to support watching, as a sustainable support service for the elderly. GenkiScore.com 
allows users to record their health and share their family with only a few simple operations. We examined 
the feasibility of using this service to connect the elderly and their families by weak ties and the continuing 
use of the service. Specifically, we asked four pairs of the elderly and their children who live apart to use 
the service for two weeks, interviewed them, and analyzed their usage. As a result, there was a transforma-
tion in the relationship between the pairs, as one’s use of the service encouraged the other to use it. Fur-
thermore, the use of the service has continued without any significant drop-off during the two weeks. In 
addition, we found that reducing the burden not only on the elderly but also on the children will lead to 
further continued use of this service.
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1.　 はじめに

少子高齢化や COVID-19のまん延の影響から，従来の
家族や地域とのつながりが希薄化し，コミュニケーション
の在り方が変化しつつある．特に，超高齢社会の日本にお
いては，65歳以上の高齢者の孤独死が社会問題となって
いる．この問題を解決するためには，オンラインコミュニ
ケーションだけでなく，高齢者と社会をつなぐシステムの
登場が期待されている．

Granovetterは，家族のような強いつながりよりも，知
り合いの知り合いといった弱いつながりがコミュニティの
橋渡しとなることを示しており，「弱い紐帯の強さ」とし
て知られている [1]．これは，閉じられた強いコミュニ
ティの外部と関わりを持つことで，結果として幅広い選択
肢を得ることができると考えられる．また，核家族化が進
んだ現代において，自身の親であっても毎日連絡をとるよ
うな関係を続けることは難しい．また，頻繁に連絡を取り
合っていても，離れて暮らしている場合は，緊急時には誰
かが代わりに様子を見ることが必要となる．そのため，最
低限相手の様子を把握でき，緊急時には自治体や事業者な
どを通じて一次対応ができるような「ゆるやかなつなが
り」が，現代のコミュニティ形成において求められる．そ
のためには，たとえば，Zoomや Skypeなど，人同士のオ
ンラインコミュニケーションを支援するシステムだけでな
く，コミュニケーションを媒介するインタフェースとして
対話エージェントを用いた人と社会をつなぐことを目的と
したシステムが必要である．
そのようなシステムとは，すなわち，高齢者とその家

族，基礎自治体に対して，対話エージェントを介した「ゆ
るやかなつながり」による見守りが行われる場を提供し，
この社会問題を解決するシステムである．AIと対話エー
ジェントを用いて人と人の「ゆるやかなつながり」を創出
することで，新しい形の「強いコミュニティ」が形成され
ると考える．
我々は，離れて暮らす高齢者とその家族（以下，親世代

と子世代と呼ぶ）が，お互いに元気でいることを，負担な
く共有できることで，持続可能な見守りサービスが実現で
きると考えた．そこで，これまでのサービス開発の知見を
もとに，親世代とその子世代，基礎自治体がゆるやかにつ
ながるプラットフォームとして見守り支援 AIシステム
「元気スコアドットコム」を開発した [2]．
本研究では，離れて暮らす親世代とその子世代に元気ス

コアドットコムを利用してもらい，元気スコアドットコム
を通じて，親世代と子世代がゆるやかにつながることがで
きるか，その実現可能性について検証する．

2.　 ゆるやかにつながるための見守りサービス
の意義

本章では，先行研究から得られた見守りサービスについ
ての課題と，我々の提案手法について示す．

2.1　 課題
2.1.1　 親世代と子世代における見守りシステムの課題
従来の見守りシステムは，親世代，子世代にとって双方
負担になるものであった．我々がこれまで実証実験などを
通じて行った聞き取り調査では，親世代は，監視されてい
るような印象を受け，見守りシステムの導入を嫌うことが
あった．また，見守る側である子世代からは，詳細な見守
りは必要としておらず，特別に連絡を取る必要があるよう
な緊急時だけ知ることができれば十分であるといった意見
も聞かれた．
2.1.2　 基礎自治体における課題
また，日本の基礎自治体では，高齢者福祉施策として，
厚生労働省が提供している「基本チェックリスト」を用い
た聞き取り調査が定期的に実施されている [3]．基本
チェックリストは，外出しているか，家族や友達の相談に
のっているかなど，日常生活や心身の健康に関する 25問
で構成されている．しかし，聞き取りにあたっている医療
従事者からは，「質問項目が多く，対面による単調な調査
では，回答者である高齢者が怒り出してしまうこともあ
る．」との話を聞いている．COVID-19のまん延の影響も
あり，このような対面でのコミュニケーションに代わっ
て，高齢者が元気でいるかどうか，継続的に聞き出す仕組
みが必要であると考える．

2.2　 提案
我々は，先行研究において，高齢者向け生活支援アプリ

「御用聞き AI」を開発し，社会と高齢者をつなぐシステム
に必要となる要件を明らかにする実証実験を行った [4], 

[5]．実証実験では，買い物支援やコミュニティバス情報
の配信といった地域事業者や基礎自治体と連携した支援を
提供しながら，入出力のインタフェースやサービスに必要
な機能について検証を行った．結果，シンプルなタップ操
作で利用できる選択式対話のインタフェースが有効に機能
することが分かった．
一方で，支援サービスの提供には課題が見つかった．配
達など人手を必要とする従来型の生活支援サービスは，地
域事業者の人的負担を考慮することが必要であり，継続が
困難であった．そのため，持続的な支援サービスを提供す
るためには，利用者自身の情報を引き出し家族や地域と共
有することが必要であるという知見を得た．
我々は，エージェント対話システムを活用して，親世代
とその子世代，そして基礎自治体をはじめとした地域コ
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ミュニティが「ゆるやかにつながる」ことで，それぞれに
人的，心理的負担のない，持続的な見守り支援を実現する
ことが可能ではないかと考えた．そのためには，できる限
り簡単な操作で，親世代の日々の元気を知ることができ，
それを子世代や基礎自治体などと共有する仕組みが必要と
なる．

3.　 元気スコアドットコムの構成

3.1　 概要
図 1に元気スコアドットコムによる見守りの全体像を
示す．元気スコアドットコムは，簡単なボタン操作のみ
で，1日 1回，利用者が元気であるかどうか「元気キロ
ク」を行うことができる．また，日々の利用状況と元気キ
ロクの結果をもとに「元気スコア」を算出し，元気の推移
を把握する目安として提示する．元気スコアドットコムで
は，利用者同士が「大切な人」という名称でつながること
ができ，お互いの元気キロクや元気スコアを確認すること
ができる．また，利用者が元気キロクを行った際，大切な
人として登録されている利用者の元気スコアが通知され
る．また，元気キロクとは別に，利用者の生活状況に関し
て聞き取りを行う「セルフチェック」機能や，記憶力や反
射神経を刺激するような簡単なゲームが利用できる．

3.2　 元気キロク
元気スコアドットコムの主要機能として，単純なボタン

操作で行える元気キロク機能を実装した．利用者は 1日 1

回，元気キロク機能を用いて，元気であるかどうかを記録
する．記録した結果は，家族などの事前に登録した大切な
人と，基礎自治体やシステム管理者に通知される．また，
毎日の元気キロク結果は，カレンダー上に記録され，これ
までの記録結果を振り返ることができる．
元気スコアドットコムのスクリーンショットを図 2に

示す．図 2(a)は元気キロク画面のスクリーンショットで
ある．元気キロク画面上部の青いヘッダーには，日付と現
在の元気スコア，利用状況に応じたランキングや特典の情
報を表示している．また，ヘッダーの下にはお知らせが表
示される．中央の黄色い「今日，私は元気です」ボタンを

タップすることで，1日 1回，元気キロクが行える．元気
でない場合は，白い「しんどいときは」ボタンをタップす
ることで記録する．それ以降には，セルフチェック機能
等，任意に利用できる機能や設定変更などのボタンが表示
される．図 2(b)は元気キロクを行った際，大切な人に通
知されるメッセージである．大切な人への通知は SMSで
送信される．

3.3　 元気スコア
元気スコアドットコムでは，自身と家族の元気を把握す
る目安として「元気スコア」を提示する．元気スコアは，
本サービスの利用状況を元に，利用者の元気を 100点満点
で数値化したものである．元気スコアの算出方法は，6つ
の評価尺度により内部評価点を算出し，その合計得点を元
気スコアとする．内部評価点は，（A）普段のタップ位置
との乖離，（B）一日の元気記録結果，（C，D）一日と直
近 7日間のタップ回数，（E，F）一日と直近 7日間のセル
フチェック対話結果に基づいており，配点は以下のとおり
である．

 
元気スコア = A× 30 +B × 20 + (D + F )× 15

+ (C + E)× 10

元気スコアは，利用者の普段の元気を定量的に示した指標
として用いる．元気スコアの日々の変化を提示すること
で，継続的に利用されているか，普段と違った利用がなさ
れているかにより増減し，普段との違いを評価する意味が
ある．
図 2(c)は，1週間の元気スコアの推移である．元気スコ

アは，1日の最大値と最小値を記録しており，直近 1週間
の元気スコアの推移をグラフ表示し，自身および大切な人
に提示する．
加えて，直近 2週間の利用データをもとに，今後 1週間

の元気スコアを予測し，普段との違いを検出する特異性検
知により，実際に記録された元気スコアが予測と乖離する
場合には，家族や基礎自治体に対して，利用者への連絡を
促す．これにより，普段の利用状況と大きな違いがみられ
た際に，異変を知らせる見守りとしての役割を果たす．

3.4　 日常生活に関するセルフチェック
利用者から情報を聞き出す機能として，元気の記録に加
えて，日常生活や健康状態について簡単な調査を行う「セ
ルフチェック」機能を実装した．セルフチェックは，ユー
ザインタフェースとしてエージェントとの選択式対話を用
いている．選択式対話は，エージェントの発話と利用者の
解答候補となる選択肢を画面に表示し，利用者は提示され
た複数の選択肢から回答を選んで対話する手法である．渡
辺らは，選択式対話を用いた商品販売の実証実験におい
て，商品販売というタスクを満たしながら顧客の情動を喚
起する対話戦略と対話シナリオを提示している [6], [7]．

図 1　元気スコアドットコムによる見守りの全体像
Fig. 1　Overview of the watching service by GenkiScore.com.
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図 2(d)は，セルフチェックの対話画面である．画面上
に対話エージェントとその発話が表示され，音声で読み上
げを行う．利用者はその下に提示された選択肢をタップし
て対話を行う．対話内容はフローチャート形式の対話シナ
リオで定義されている．セルフチェック機能の対話シナリ
オは厚生労働省が提供している「基本チェックリスト」を
もとに作成し，選択式対話を用いて，毎日少しずつ利用者
の情報を聞き出すようにした．
我々は，エージェント対話システムにおいて，質問応答

対話を円滑に進める対話設計手法として，標準対話構造と
対話デザインパターンを構築した [8]．そして，これらの
手法を用いて，基本チェックリストの 25の質問項目に対

応した対話を実装した．
3.4.1　 標準対話構造
人は話をする際に，異なる話題であっても似通った対話
の進めた方をしており，その対話の進め方は，一定のシン
プルな構造で整理することができるのではないかと考え
た．我々は，質問応答対話について分析を行い，対話に共
通する構造を整理し，それを人–エージェント対話におけ
る「標準対話構造」として定義した [9]．
標準対話構造の構成要素を図 3に示す．図中 nはト

ピックとトピックシフトが交互に複数回繰り返されること
を示す．また，mは同一トピック内で複数回のターンが
繰り返されることを示す．標準対話構造の最小の構成要素

図 2　 元気スコアドットコムスクリーンショット：元気キロク画面上部の青いヘッダーには，日付と現在の元気スコア，利用状況に応じたラン
キングや特典の情報を表示している．また，ヘッダーの下にはお知らせが表示される．中央の黄色いボタンおよび白いボタンをタップす
ることで，元気キロクが行える．それ以降には，セルフチェック機能等，任意に利用できる機能や設定変更などのボタンが表示される．

Fig. 2　Screenshots of Genkiscore.com.
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はターンであり，発話者の問いかけと対話相手の応答から
なるターンテイキングを 1ターンとして考える．図 3の
mで示すように，一般的に，1つの話題が完了するまでに
は数回のターンを要する．我々はこの一連のターンの集合
をトピックと呼んでいる．トピックはそれぞれシンプルな
目的を持っており，質問だけでなく，説明や情報を伝える
ことも 1つのトピックと考える．次のトピックに移る際に
は，互いの様子をうかがい，トピックの目的が達成された
ことについて合意をとる短い対話が必要となる．我々はこ
のようなトピック間の推移を促す対話をトピックシフトと
呼んでおり，図 3の nで示されるように，トピックとト
ピックシフトが交互に繰り返される．最後に，この一連の
トピックとトピックシフトのつながりをシーンと呼ぶ．
対話全体の進行について眺めると，シーンは対話全体を

通じた大きな目的を持っており，それを達成するためにい
くつかのトピックについて対話を行う．次のトピックに移
る際は，トピックシフトにより話者間で合意が形成され
る．
セルフチェック機能では，基本チェックリストの質問項

目 1つを 1トピックと考え，質問のカテゴリーごとに，閉
じこもり，認知，日常生活，運動，栄養・口腔，こころの
6つのシーンに分けて対話を実装した．
図 4に，標準対話構造に従って対話シナリオを作成す

る流れを示す．図 4はトピック数が 2の対話を作成すると
きの例である．最初に 1つのシーンで聞き出す質問項目を
決定する．ここでは，1つの質問項目を 1トピックとす
る．そして，トピックシフトとトピックを交互に繰り返す
構成で対話シナリオを作成する．トピックシフト，および
トピックに関する対話シナリオの具体的な作成方法につい
て次項で説明する．
3.4.2　 セルフチェックの対話シナリオ
セルフチェック対話の対話シナリオは，標準対話構造に

基づきトピックシフトとトピックを繰り返す構成とした．
セルフチェック対話に実装した，対話シナリオの具体例を
図 5に示す．

トピックシフトは，「閉じこもりについて，ふたつだけ
お聞きしますね．」「疲れてきましたか？これで最後です．」
といった，次のトピックに移る際に行う発話である．ト
ピックシフトは短い対話ではあるが，表現の違いで利用者
に与える印象が変化するため，トピックの内容によらず，
意図したエージェントの印象を表現することができる．
また，トピックの内容は対話デザインパターンを活用し
て作成した．ソフトウェア開発では，開発の生産性と品質
向上のため，オブジェクト設計の典型例を整理したデザイ
ンパターンが効果的に活用されている．デザインパターン
は，設計における典型的な問題とその解決策を再利用可能
なパターンとしてまとめたものであり，GoFのデザイン
パターンがよく知られている [10]．我々は，対話シナリオ
を分析し，ソフトウェア開発のデザインパターンと同様
に，対話システムにおいて「よく出現する問題とそれに対
処する良い設計の例」を「対話デザインパターン」として
整備した．対話デザインパターンを活用することで，対話

図 3　 標準対話構造：図中 nはトピックとトピックシフトが交互に
複数回繰り返されることを示す．また，mは同一トピック内
で複数回のターンが繰り返されることを示す．

Fig. 3　Standard Dialogue Structure.

図 4　対話シナリオ作成の流れ
Fig. 4　Procedure for creating dialogue scenario.

図 5　 セルフチェック対話例：「閉じこもり」シーンの 1つめのト
ピックについて回答例示パターン（共感-調査の順で対話を進
めるパターン）を用いた対話シナリオ

Fig. 5　Example of the self-check dialogue.

情報処理学会論文誌　デジタルプラクティス　Vol.3　No.2　32–44 (Apr. 2022)

©  2022 Information Processing Society of Japan 36



設計の知見を再利用可能にし，対話設計に不慣れな人で
あっても信頼性の高い対話を設計できる．
対話デザインパターンでは，標準対話構造のターンごと

に，調査，傾聴，教示，共感の 4つのラベル付けがされて
おり，それらの典型的な組み合わせをパターンとしてお
り，質問内容に応じて適切なパターンを選択し，対話シナ
リオを作成した．

4.　 実証実験

本実験では，元気スコアドットコムを通じて，親世代と
子世代がゆるやかにつながることができるか，その実現可
能性を検証する．そのために，離れて暮らす親世代とその
子世代に元気スコアドットコムを利用してもらい，普段と
比べてコミュニケーション方法が変容すること，元気スコ
アドットコムを継続的に利用できること，元気スコアドッ
トコムを日常的に利用することに負担を感じないことにつ
いて評価する．

4.1　 実験内容
本実験では，4組 8名の実験参加者に，2週間，自由に
元気スコアドットコムを利用してもらった．本実験で募集
した親世代とは，独居または夫婦で暮らす 65歳以上の高
齢者であり，子世代とは，親世代と片道 1時間半以上離れ
た地域に暮らす親世代の息子または娘である．我々は，知
人を通じて本実験を周知し，Webページにて実験参加者
を募集した．本実験では，実験参加者は家族同士お互いに
「大切な人」として設定されており，相手が元気キロクを
行った際に通知を受け取ったり，相手の元気スコアを閲覧
したりすることができる．
本実験は，2021年 2月に参加者募集を開始し，2021年

3月 1日から 14日間実施した．実験参加者には，実験開

始前に事前の教示として，元気スコアドットコムの使い方
動画を案内した．使い方動画では，ログイン方法と元気キ
ロクの流れを紹介した．また，ヘルプページの案内と実験
期間中に届く通知の内容についてWebページに掲載した．
実験参加者は，見守りサービスについて興味をもってお
り，自分や家族にとって必要であるのか確かめたいと思っ
ている．まだ見守りサービスを利用していない高齢者とそ
の家族にとって，本サービスがどの程度利用されるもので
あるか検証できる．実験参加者には，実験後に謝礼として
一人あたり 300円分の Amazonギフト券を提供した．す
べての組の親世代から，自分の分の謝礼も子世代に渡して
ほしいと解答があり，子世代に 2人分の謝礼を送付した．

4.2　 実験参加者の詳細
本研究では，対象とする親世代について，独居または親
世代の夫婦のみで暮らしており，コミュニケーションの機
会が少なくなりつつある人を対象とする．我々は，社会生
活を送るため，また，認知機能の維持に，コミュニケー
ションの有無が影響すると考えているからである．親世代
の年齢については，前期高齢者を想定している．前期高齢
者の多くは，スマートフォンやタブレットを所持してはい
るが，扱えるのは電話やメール，メッセージ機能など連絡
をとるための最低限の機能で，SNSや新しいアプリケー
ションなどを能動的に活用することは少ないと考える．
実験参加者の属性について，インタビューから得られた
情報と本実験での利用状況を表 1に示す．各利用状況に
ついては，4.4節で詳述する．実験後のアンケートとイン
タビューから得られた実験参加者の詳細は，以下のとおり
である．
4.2.1　 組A

組 A親世代は，夫婦で暮らしており，近くに組 A子世

表 1　実験参加者の属性と利用状況
Table 1　Attributes of participants.
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代とは別の子供が住んでいる．日中は仕事に出ているが，
16時前後には自宅に戻っている．組 A子世代は，仕事が
忙しく土曜日も含めて，20時ごろまで働いていることが
多い．
4.2.2　 組 B

組 B親世代は，平日のうち半分程度仕事に出ており，
あとは自宅で過ごしている．組 B子世代は，育休中のた
め実験期間中は日中もほとんど自宅にいた．組 B親世代
から，孫の様子について週 1，2回連絡をとっている．組
B子世代が仕事をしていた頃は月 2，3回程度の連絡頻度
だった．
4.2.3　 組 C

組 C親世代は，自営業であり，平日は夕方まで店舗で
仕事をしている．組 C子世代も，店舗を経営しており，
平日は夜 8時や 9時に帰宅することが多い．店舗の様子を
SNSに投稿しており，組 C親世代もそれを見ている．
4.2.4　 組D

組 D親世代は，仕事はしておらず，普段自宅で過ごし
ている．組 D子世代は育休中で子供 2人の面倒を見てお
り，自由になる時間は毎日 23時ごろである．組 D親世代
とは，孫のことについて連絡をとっている．

4.3　 評価方法
本実験では，実験参加者は，実験期間中，任意の時間

に，自由に元気スコアドットコムを利用してもらう．実験
参加者によって，サービスの利用状況や家族との関係性は
異なるため，サービスの持続可能性を検証するには，それ
ぞれの実験参加者について，普段の生活様式や利用時の状
況を詳しく把握したうえで評価することが必要と考える．
そこで，本実験では，実験参加者にアンケートと電話イン
タビューを行い，実験参加者ごとの特性を踏まえたうえで
本サービスの持続可能性を評価する．
アンケートは，実験参加者の普段の様子について質問す

る実験中アンケートと，実験後の評価を行ってもらう実験
後アンケートに分けて実施した．実験中アンケートは，1

日 1問を元気スコアドットコムのアクセス時に提示し，任
意に回答してもらった．実験中アンケートおよび実験後ア
ンケートの質問内容について，表 2に示す．また，実験
後に，アンケートの回答内容と利用状況を元に，10分程
度の電話インタビューを実施した．表 3は，電話での口
頭インタビューの質問内容である．

4.4　 結果
4.4.1　 利用状況およびアンケート結果
元気スコアドットコムを用いた「ゆるやかなつながり」

の実現可能性について，アクセス回数などの利用状況およ
び，アンケート結果から評価を行った．本研究の目的であ
る「ゆるやかなつながり」形成のためには，本サービスを

通じて，お互いの様子を気にかける関係を構築でき，それ
がお互いに負担なく継続できることが必要であると考え
る．そのため，本サービスでは，元気記録の結果を通知す
ることで，お互いの元気を伝え合うことを促し，シンプル
な元気記録や対話エージェントによるセルフチェック対話
により，利用の負担を軽減することを狙っている．

表 2　アンケート内容
Table 2　Contents of surveys.

表 3　口頭インタビュー内容
Table 3　Contents of the interview.
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そこで本研究では，本サービスを通じてお互いの様子を
把握する関係になったか（関係性変容），実験期間を通じ
て継続的に利用できたか（継続利用），これらを負担なく
実行できたか（負担軽減）という 3つの観点で検証を行っ
た．
関係性変容
本サービスの利用を通じて，親世代と子世代のコミュニ

ケーション方法が，普段と比べてどのように変容するか検
証する．具体的には，家族間での，本サービスへのアクセ
ス回数の比較と，家族から元気キロク通知があった後のア
クセス率により評価する．
図 6は期間中のアクセス回数を家族ごとに示したもの
である．親世代のアクセス回数を 1として，親世代と子世
代のアクセス回数の比を比較すると，組 Aは 1.24，組 B

は 0.88，組 Cは 0.76，組 Dは 0.55であった．アクセス回
数の比が 1に近いほど，両者のアクセス回数が同程度であ
ることを示す．組 Dと比較して，他の組は親世代と子世
代のアクセス回数が同程度であったと言える．
これについてより詳しく検証するため，家族から通知を

受け取ったあと，1時間以内に本サービスにアクセスした
回数を集計した．図 7のアクセス率は，家族の元気キロ
ク通知を受け取ってから 1時間以内に本サービスにアクセ
スした割合である．組 Cは，親世代と子世代どちらも，
もう一方の家族から元気キロクの通知を受け取ったあと，

60%以上の割合で 1時間以内にアクセスしていた．一方，
組 B親世代，組 D子世代は，他の実験参加者と比較して
極端にアクセス率が低かった．そのため，通知を見ていた
かどうか，また，通知を受け取った際にどのような行動を
とったかについて，インタビューで詳細を確認することと
した．これについては 4.4.2項で詳述する．
組 Aの両者や組 C親世代は，普段は月に 1回程度しか
連絡を取らない関係であったが，14日間の実験期間中に
20回以上本サービスにアクセスしていた．自らの元気を
記録するという行為を通じて，お互いの様子を伝え合う関
係に変容したといえる．
また，通知後 1時間以内のアクセス率について，組 C

親世代は 69%，組 A親世代は 43%などであった．家族の
元気キロク結果や元気スコアは通知だけでも確認できる
が，通知受信後すぐにアクセスして自分も元気キロクをし
たり，相手の様子を詳しく確認したりするなど，元気キロ
ク通知がコミュニケーションを増加させるきっかけになっ
たと考える．
継続利用
実験期間中，本サービスがどの程度継続して使われたか
評価する．具体的には，利用状況の指標として画面のタッ
プ回数を計測し，実験期間中の利用状況がどのように推移
したかを評価する．
図 8は，実験期間中の家族ごとのタップ数とその推移

図 6　家族別アクセス回数
Fig. 6　Number of accesses by family.

図 7　通知受信後 1時間以内のアクセス率
Fig. 7　Access rate within one hour of notification.
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傾向である．63%の実験参加者が，実験期間を通じて，
タップ数が増加傾向であった．このことから，実験後半に
なっても継続して利用があったと言える．親世代と子世代
で差はあるものの，実験期間中，継続して利用されたと言
える．
また，セルフチェック機能の利用状況については，対話

達成率により評価する．井上らは，利用者がどの程度対話
に対して興味や意欲があり，対話の継続を望んでいるかを
表す指標としてエンゲージメントを挙げている [11]．本
サービスでは，利用者が任意のタイミングでセルフチェッ
クの対話を終了できることから，対話が最後まで行われた
場合，利用者がその対話について継続の意欲をもっていた
と考える．そこで，本研究では，対話の達成率をエンゲー
ジメントの指標とする．
負担軽減
負担軽減について，セルフチェック対話の利用状況と，

アンケート結果から評価する．

図 9は，セルフチェック対話の実行回数と達成率であ
る．83%のシーンで，セルフチェック対話の達成率は
100%であった．こころのシーンを除いて，セルフチェッ
ク対話を利用すると，最後まで対話が実行されていること
から，親世代，子世代問わず選択式対話が利用できたとい
える．これにより，基本チェックリストの質問項目を利用
者の心理的負担なく聞き出すことが可能であったと考え
る．一方，シーンが切り替わるごとに実行回数は減少して
おり，継続して情報を聞き出すためには，セルフチェック
対話を実行するきっかけを作る必要がある．
また，本サービスの利用および家族と元気を共有するこ
とが，どの程度利用者の負担になったのか，アンケートの
回答結果をもとに分析する．
図 10は実験後アンケートの負担軽減に関する項目につ
いて，親世代と子世代ごとに回答結果とばらつきを示した
ものである．アンケートの回答は 7段階のリッカート尺度
である．親世代のアンケート結果から，親世代は，毎日ア

図 8　 家族別タップ数とその推移傾向：タップ数は本サービス利用時に実験参加者がアプリケーションの画面をタップした回数である．傾向は
タップ数の増減を直線に線形近似したものである．

Fig. 8　Number of taps and transition by family.

図 9　 セルフチェック対話の実行回数と達成率：横軸は，セルフチェック対話のシーン名称とそのシーンを構成するトピック数である．対話を
通じて，利用者がすべてのトピックに回答した場合，対話達成とする．対話は，グラフ左側のシーンから順に提示される．1日 1シーン
を実行することができ，1度シーンが実行された場合は，達成したかどうかに関わらず，翌日は次のシーンに切り替わる．

Fig. 9　Number of execution and achievement rates in self-check dialogue.
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クセスに対する負担は低く，子世代の元気スコアを知るこ
とで安心を得られていると言える．
一方，子世代の回答結果はばらつきが多く，仕事や育児

が忙しい中で，負担なく利用できるよう，また，家族の元
気を知ることにメリットを感じるよう工夫が必要である．
4.4.2　 口頭インタビュー結果
電話による口頭インタビューでは，アンケートの回答内

容と本サービスの利用記録を元に，実験期間中の利用状況
や見守りの負担について質問した．口頭インタビューは，
実験後アンケート回答時に併せて日程調整を行い，すべて
の実験参加者について，実験終了後 5日以内に話を聞い
た．
インタビューの項目ごとに，実験参加者から得られた内

容を以下に示す．
普段の仕事・日中の過ごし方
日中どのように過ごしているかについて，組 A，B，C

の親世代は仕事をしており，平日は夕方ごろまで働いてい
る．組 D親世代は，普段から自宅で過ごしている．
組 A子世代は，平日と土曜日に仕事をしており，20時

ごろまで働いている．組 C子世代も店舗を経営しており，
平日は 20時ごろに帰宅する．組 B，Dの子世代はどちら
も育休中であり，日中は自宅で過ごしている．特に組 D

子世代は子供が 2人おり，忙しくしている．
これらのことから，親世代であっても日中は仕事に出て

いることも多く，夜でないとゆっくり時間をとることは難
しいことが分かった．

アクセスする時間帯・きっかけ
アクセスした時間帯について，日中仕事の空き時間に利
用したという回答が多かった．組 A親世代，組 A子世代，
組 C親世代は，仕事が終わったあと，ひと段落してから
利用することが多かったと回答した．組 A親世代，組 C

親世代，組 C子世代は，家族から通知があった場合，忘
れずにアクセスするようにしていた．
組 D子世代は，子育ての関係で日中はできるだけス

マートフォンを触らないようにしており，夜の 23時ごろ
になってアクセスすることが多かったと回答した．図 7に
おいて，組 D子世代の通知受信後 1時間以内のアクセス
率が低かったのは，このためであると考えられる．
毎日アクセスは負担に感じたか
組 C親世代は，アンケートにおいて，毎日アクセスす
ることは負担であると回答していた．インタビューでは，
操作自体は負担ではないが，毎日忘れないようにしないと
いけないという負担はあった，と回答した．また，組 C

子世代は，毎日記録がつくので，1日抜けると失敗した気
になると回答した．
その他の実験参加者は，慣れてしまえばそれほど負担に
は感じなかったという回答であった．このことから，1日
1回の元気キロクは，継続利用を促す可能性があると言え
る．また，週単位での元気スコアの評価や通知を行い，記
録しない日があることも含めて評価することで，抜け漏れ
が出ることへの抵抗感を減らすことができると考える．
家族との連絡頻度・連絡理由
組 B，組 Dは，ともに子世代が育児休暇中であるため，
孫の話題で頻繁に連絡をとっているとのことだった．一
方，組 Aは，正月といった季節の節目にしか，連絡を
とっておらず，また，どの家族も，親世代側から連絡する
ことがほとんどとのことだった．
このことから，親世代が元気であるうちは，用事がない
限り，子世代から連絡することはあまりないことが窺え
る．
離れて暮らす家族を心配しているか
組 Aと組 Cは，親世代，子世代ともにお互いについて，

心配していると回答した．一方，組 B，組 Dは，親世代，
子世代ともに，まだそれほど心配していない，との回答を
得た．組 Bと組 Dは，前述のとおり頻繁に連絡している
ことから，お互いに安心できているのではないかと考えら
れる．
家族からの通知は見ていたか
組 D親世代と組 D子世代は，通知された元気キロクの

結果や元気スコアを見て，低い数値であれば気になったと
回答した．その他の参加者は，通知内容はそれほど気にし
ておらず，通知がきたことに対して，利用していることが
分かって安心していたと回答した．
組 B親世代は，自身の元気キロク結果が通知されてい

図 10　実験後アンケート結果
Fig. 10　Result of post-experiment survey.
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ると勘違いしており，家族からの通知であるとは思ってい
なかった．そのため，図 7の通知受信後 1時間以内のアク
セス率が低かったと考える．
このことから，元気の良し悪しを知らせるだけでなく，

家族が本サービスを利用していると通知されることが重要
であり，また，そのような通知がくること自体が見守りと
しての効果を果たすことができると考えられる．
家族の元気が知れたことで安心できたか
前述のとおり，家族が元気スコアドットコムを利用して

いること自体が分かるため安心できたという意見が多かっ
た．組 B子世代は，「来ないとき不安に思った」と回答し
ており，実際に組 B親世代に連絡し聞いてみたところ，
忘れていただけだったということがあった．
何が分かっていれば連絡せず安心できるか
元気スコアドットコムからの通知以外で，どのようなと

きに安心するか質問した．組 Bと組 Cは，親世代と子世
代が SNSでつながっており，それぞれの投稿をみたり，
いいねを送ったりするなどしており，直接連絡しなくても
安心できているという．
組 D子世代は，直接連絡をとる以外には，他の家族を

通じて話をきくことがあるという．
このことから，直接連絡せずとも，自身が元気にやって

いるということが間接的に伝わるだけでも，家族の安心に
つながると言える．
今後も継続して利用したいか
組 A親世代，組 B子世代，組 C子世代，組 D子世代の

4名は，どちらともいえないという評価であった．通知が
来ること自体は安心するが，毎日でなくても良いという意
見が多かった．
組 A子世代，組 B親世代，組 C親世代，組 D親世代

は，「家族はまだまだ元気であるため，現状で必要とは感
じない」との意見であった．
本サービスの改善点
本サービスの改善点としては，元気スコアの数値が具体

的にどの程度の元気の指標になるか分からないという意見
が多かった．通知が来ること自体に安心が感じられること
から，元気スコアの数値自体はそれほど重要ではない可能
性はあるが，一方で，組 A親世代，組 B親世代からは，
もっと細かい情報がみられると嬉しいとの意見があった．
また，元気のキロクについて，元気かしんどいかの 2択

ではなく，何段階かから選べたり，しんどいときは詳しい
様子を記録できたりすると良いとの意見があった．
これらのことから，見守りのニーズとして，元気なうち

は簡易な記録でよいものの，調子が悪いときには詳しく知
りたいということが考えられる．
本サービスをおすすめしたい人はいるか
組 C子世代は，同年代で自身と同じように親と離れて

暮らしている友人におすすめできると回答した．また，組

A親世代，組 D親世代からは，地域の独居高齢者などに
は必要になるのではないかという意見があった．

5.　 考察

5.1　 関係性変容の実現
本研究の実験結果から，元気スコアドットコムを通じ
て，離れて暮らす親世代とその家族が，お互いに元気でい
ることを，負担なく共有することができたといえる．特
に，関係性変容の分析結果にみられるとおり，元気キロク
の通知がアクセスのきっかけとなっていることが分かっ
た．
このことから，一方が利用することでもう一方の利用を
牽引できる可能性がある．組 Aは子世代が牽引して親世
代のアクセスが増加し，組 Bは親世代がほぼ毎日アクセ
スすることで牽引して子世代のアクセスが増加した．組 C

は，実験期間を通じてタップ数は減少したものの，親世代
がアクセスを牽引し，子世代も通知に対して反応してい
る．組 Dは親世代がほぼ毎日アクセスしているが，子世
代が育児のため日中の利用ができないという事情から，子
世代のアクセス回数増加を牽引できなかった．
組 Aや組 Cは，従来は月に 1度程度しか連絡を取らな
い関係であったが，自らの元気を記録するという行為を通
じて，毎日，お互いの様子を伝えあうことができた．これ
により，本サービスを利用することで，1章で示した「ゆ
るやかなつながり」を実現できる可能性があると考える．

5.2　 継続利用への期待
5.1節で述べたとおり，親世代と子世代のどちらか一方
が積極的に利用することで，もう一方の利用も促進される
のではないかと考えられる．これにより，牽引される側の
アクセス回数も増加することで，継続的な利用が期待でき
る．
我々は，これまで，親世代にとって使いやすいインタ
フェースであるとか，親世代が毎日利用したくなるような
仕組みを重視して開発を進めていた．しかし，サービスが
継続して利用されるためには，家族と一緒に利用すること
が大きな要因となり得ることが分かった．そのため，親世
代のみならず，子世代にとっても負担なく使いやすいサー
ビスにすることで，さらなる利用促進が期待できる．

5.3　 情報共有によるゆるやかなつながり形成助長
また，利用者の情報を聞き出し，共有する点について
は，元気キロク，セルフチェック機能を通じて利用者に負
担なく情報を取得することができた．これにより，毎日ア
クセスするきっかけをうまく作ることで，継続して利用者
の情報を取得しつづけることができると考える．また，家
族からの通知があったことがアクセスの機会になっている
ことから，取得した情報を共有することがゆるやかなつな
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がりを形成する一助になっていると考える．

5.4　 本サービスのユースケース
本サービスは子世代が仕事で忙しい家族にとって特に有

用な見守り支援サービスである．親世代にとって「子世代
の元気が分かる」ことが，本サービスが利用された一因で
あると考える．親世代からの元気キロクの通知確認は，忙
しい子世代にとっても十分継続可能と考える．そして，子
世代が簡単にでも自身の元気を伝え返すことで，子世代を
見守りたい親世代は，より積極的に本サービスを利用する
ものと考える．特に子世代が自立しているほど親世代への
連絡頻度は少なくなると考えられる．本実験においては，
組 Aが最も当てはまるユースケースであると考える．表 1

の実験参加者の属性から，組 Aはお互いに仕事をしてお
り，他の組と比較して連絡頻度が低く，SNSも共有して
いない．一方で，他の組と比較してアクセス回数が多く，
実験期間を通じてタップ数も増加傾向であった．このこと
から，忙しい子世代とそれを心配する親世代という組み合
わせが，本サービスが有効に働くユースケースである．
5.4.1　 SNSや他メディアとの関係
また，本サービスは，他の SNSやメッセージサービス

の補完的な役割を果たす．組 Cは，子世代が自営業であ
り，店舗の様子を SNSに投稿している．組 Cの親世代は
その投稿に「いいね」などの反応を返しており，子世代も
それを認知しているため，ゆるやかなつながりが形成でき
ていると言える．しかし，親世代は SNSに投稿しておら
ず，子世代側が定期的かつ継続的に発信し続ける必要があ
る．組 Cは子世代の SNS投稿が仕事を兼ねているため定
期的な発信を見込めるが，SNS投稿が不定期であったり，
親世代に投稿を共有していなかったりする人も多い．本
サービスは，親世代側から積極的に元気スコアの発信が行
われるため，SNSを積極的に活用できていない子世代に
とって効果的であると言える．
5.4.2　 子世代の自立や孫世代との関係
本実験の参加者は，ともに LINEなどで連絡を取り合え
る状況である．組 B，組 Dはどちらも小さな孫がいるこ
とから，親世代と子世代で頻繁に連絡を取り合っていた．
育児について子世代から親世代に話を聞くなど，用事があ
る場合にはお互いに連絡を取り合うため，見守りの必要性
は低い．一方，組 Aと組 Cは，子世代が単身で自立して
いるため，連絡の頻度が低い．本サービスを活用すると，
親世代側から積極的に元気スコアを伝えてくれるため，仕
事が忙しい子世代にとって負担が少ないと言える．
5.4.3　 親世代と子世代の距離
親世代と子世代がどの程度離れて暮らしているかについ

て，緊急時などにすぐ会いに行けるかどうか，距離や交通
手段を考慮すると，次の 4つに分けることができる．

1.  同居またはすぐ会える
2.  日常的に会いに行ける（片道 30分以上）
3.  予定の調整が必要で，会いに行くと半日以上費やす
（片道 1時間半以上）

4.  交通手段の手配と予定調整が必要で，すぐには会いに
行けない（片道 3時間以上）
本サービスが有用に働くと考えられるのは 3と 4の場合
であり，緊急時には周囲の知人や事業者が代わりに様子を
見に行くような場合も想定される．

5.5　 今後の課題
一方，元気スコアの数値や，元気かしんどいかの記録に
ついては，どの程度元気であるのか，より詳しく知りたい
という意見があった．取得した情報について分析し分かり
やすく表示することや，利用者や家族に対して適切な行動
を促すなどといった改善は今後の課題である．継続利用の
改善点として，元気スコアの意味を高めることが考えられ
る．日常生活へのアドバイスを提示したり，週単位でも評
価を提示したりすることが考えられる．
また，本研究では基礎自治体や地域住民などを含めた地
域コミュニティとしてのつながりについては検証できてい
ない．今後，基礎自治体を中心とした新しいコミュニティ
形成や高齢者支援の取り組みの実現可能性について検証す
る必要がある．

6.　 おわりに

本研究では，持続可能な高齢者支援サービスとして，見
守り支援 AIシステム「元気スコアドットコム」を開発
し，その実現可能性を検証した．離れて暮らす 4組の親世
代と子世代の組みについて，2週間実験を行った結果，自
身の元気を記録することでお互いの様子を伝え合うという
関係性の変容がみられ，期間中大きな落ち込みなく継続利
用された．本実験により，元気スコアドットコムを通じ
て，親世代とその子世代がゆるやかにつながる持続的な見
守りサービスとしての実現可能性を示すことができたと言
える．また，親世代のみならず，子世代の負担を軽減する
ことで，さらなるサービスの利用促進につながる可能性を
示した．
本システムが普及することで，従来の強いつながりでは
なく，ゆるやかなつながりによるコミュニティを形成でき
る可能性がある．家族のみならず，基礎自治体も巻き込
み，新しい地域コミュニティを形成できる可能性がある．
今後，基礎自治体の支援サービスとして元気スコアドッ
トコムを提供し，本サービスを改善していくことで，高齢
者のみならず，家族，地域コミュニティに関わる社会課題
を解決していく．
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